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78億789万7千円に増額総
額

令和３年度　一般会計補正予算

4億3,147万7千円を追加!!

　令和3年6月議会定例会は、6月7日から11日までの5日間の会期で開催し、議

案10件（専決処分1件、条例3件、補正予算6件）、報告2件が上程され、それぞ

れ可決、承認された。

　なお、熊本県が新型コロナウイルスのまん延防止重点措置の期間中であったこと

から、議員と執行部（町長以下説明員）の新型コロナ抗原検査を行い、陰性である

ことを確認したうえで、議会に臨んだ。また、感染予防の観点から議場での傍聴を

ご遠慮いただいた。

＊主な内容を報告する。
　一般会計補正予算では、新型コロナウイルス感染症対策交付金約1億4千3百

万円が交付され、感染症対策事業費として約1億9千9百万円が追加された。

　その他、学校施設整備基金に約4千万円を積み立てて、将来の学校施設整備に

備える。また、道路改良事業に伴う国庫補助金が増額されたことから、町道岩線、

町道江田高野線の工事に約5千7百万円が追加された。

　その他の事業会計では、新型コロナウイルス感染防止のための備品や機器など

の購入費、県補助金の増に伴う事業量の増加、コンピュータシステム改修や人事

異動に伴う人件費等が計上された。

会計名 補正額 補正後の額
一般会計 4億3,147万7千円 78億789万7千円

国民健康保険事業会計 368万8千円 13億3,291万7千円

介護保険事業会計 63万4千円 14億7,620万7千円

特別養護老人ホーム事業会計 3,049万8千円 5億2,681万2千円

後期高齢者医療事業会計 272万2千円 1億8,747万5千円

病院事業会計（収益的＋資本的） 4,620万8千円 10億3,521万9千円

町長提出議案一覧

議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

承認第１号 専決（条例）専決処分の承認について（和水町税条例等の一部を改正する条例） 原案承認

議案第40号 条例 和水町新型コロナウイルス感染症対策利子補給基金条例の制定に
ついて 原案可決

議案第41号 条例 和水町ふれあい会館設置及び管理に関する条例の廃止について 〃

議案第42号 補正予算 令和３年度　和水町一般会計補正予算（第１号） 〃

議案第43号 補正予算 令和3年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第44号 補正予算 令和３年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第45号 補正予算 令和３年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第46号 補正予算 令和３年度　和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第47号 補正予算 令和３年度　和水町病院事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第48号 条例 和水町手数料条例の一部改正について 〃

報告第1号 報告 令和２年度　和水町一般会計繰越明許費繰越計算書について 報告

報告第2号 報告 令和２年度　株式会社 菊水ロマン館の決算報告について 〃

専 決： 1件
条 例： 3件
補 正 予 算： 6件
そ の 他： 2件

計 12件

陳 情 等 の 審 査 結 果
受付番号 受付年月日 件　　　名 提出者 審査結果 付託委員会

131 令和2年
8月6日

請願書　
町道水落線「道路舗装」について

菰田区長　徳永　國広
外４名

継続
審査

厚生建設経済
常任委員会

321 令和3年
2月22日

地積調査による調査結果と現地錯誤
の修正要望書

熊本県玉名郡和水町平野104番地
福山　功

継続
審査

総務文教
常任委員会

６ 月 議 会 議 案 審 議
採 決 結 果
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山　

忠
文

池
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龍
之
介
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潤
一
郎

蒲
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恭
一

議案第42号 補正予算 令和３年度　和水町一般会計補正予算
（第１号） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ※

賛６月
定例会 否 一 覧 表

議員名

議　案

賛否が分かれた議案だけを掲載
〇は賛成　×は反対　−は欠席

※議長は可否同数または特別議決の時以外表決に参加しません。

定例議会
報告

令和３年

６月

一般会計・特別会計補正予算
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ズバリ！聞きます 一般質問

＊一般質問の記事は、質問した議員が600字程度に要約したものです。原文を
尊重していますが、一部編集しています。

＊発言が「～である。」調で記載していますが、質問・答弁は丁寧語で発言されて
います。

＊会議録は町の公式ホームページで閲覧できます。

白木　淳議員	 4P
◦和水町総合グラウンドについて
◦自殺対策について
◦新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金の活用について

坂本　敏彦議員	 5P
◦新型コロナウイルス感染症対策について
◦県道６号玉名立花線及び県道315号竈門、菰田、
山鹿線の道路改良について

竹下　周三議員	 6P
◦和水町の行財政について
◦和水町の移住定住について

秋丸　要一議員	 5P
◦町行財政運営について
◦教育、福祉の充実について

庄山　忠文議員	 6P
◦令和２年７月の災害復旧について

松村　慶次議員	 8P
◦防災について
◦コロナワクチン接種について
◦マイナンバーカードについて

髙木　洋一郎議員	 7P
◦学校教育の現状と課題について
◦避難所および投票所の運営について

齊木　幸男議員	 7P
◦町行財政運営及び取り組みについて
◦まちづくり施策について

６月定例会では８名の議員が一般質問を行いました。主な質問事項は次のとおりです。

ズバリ！聞きます　一般質問

◦
町
民
に
歓
迎
さ
れ
る

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
す
べ
き
だ
！

問

令
和
３
年
度
の
町
政
の
テ
ー
マ
は

何
か
。

答
（
町
長
）１
定
住
促
進
…
藤
田
さ
く

ら
タ
ウ
ン
の
入
居
者
推
進
の
取
り
組
み

２
道
路
の
整
備

３
特
定
不
妊
治
療
の
助
成
、
特
老
の
改

修
に
関
す
る
取
り
組
み

問

移
住
定
住
相
談
セ
ン
タ
ー
の
新
設

が
な
さ
れ
た
が
ど
の
よ
う
な
成
果
を
期

待
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）６
月
よ
り
協
力
隊
３
名
体

制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
定
住
促
進
を
図

る
た
め
都
市
か
ら
い
か
に
わ
が
町
に
人

を
呼
び
込
む
か
と
い
う
こ
と
で
こ
の
事

業
を
や
っ
て
い
る
。

問

空
き
家
の
実
態
調
査
策
定
か
ら
す

で
に
も
う
半
年
以
上
も
経
っ
て
い
る
。

実
態
調
査
が
済
め
ば
空
き
家
バ
ン
ク
の

対
象
物
件
が
増
え
る
。
そ
れ
を
生
か
し

定
住
促
進
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
か
具

体
案
は
あ
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
多
く
の

空
き
家
が
見
込
ま
れ
る
。
空
き
家
バ
ン

ク
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
が
な
ぜ

有
料
に
な
っ
た
か
。

答
（
教
育
長
）
施
設
維
持
管
理
費
の
削

減
が
必
要
。
健
康
づ
く
り
は
す
べ
て
の

町
民
の
課
題
で
あ
り
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
手
段
と
し
て
整
備
さ
れ
た
施
設
を

使
っ
て
健
康
と
い
う
価
値
を
得
ら
れ
る

わ
け
だ
か
ら
、
そ
の
対
価
と
し
て
の
使

用
料
を
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
必
要

と
考
え
る
。

問

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
は
無
料
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
使
用
は
有
料
そ
れ
は
な
ぜ
か
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ

ー
ス
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
施
設
で
そ
の

当
時
か
ら
こ
の
部
分
は
広
く
町
民
の
方

の
健
康
増
進
の
た
め
に
料
金
は
設
け
て

い
な
い
。

問

そ
れ
な
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か

る
よ
う
に
説
明
す
べ
き
で
あ
り
周
知
徹

底
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）こ
れ
ま
で
周
知

徹
底
を
図
っ
て
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

提言

有
料
化
に
対
す
る
住
民
の
反
発
が

あ
る
。
わ
ず
か
な
使
用
料
を
徴
収

す
る
よ
り
、
た
と
え
ば
健
康
促
進
の
名

目
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
資
金
活

用
で
町
が
負
担
し
て
は
ど
う
か
。
多
く

の
町
民
が
喜
ん
で
自
由
に
気
持
ち
よ
く

使
用
で
き
る
環
境
に
す
る
こ
と
が
行
政

の
役
割
だ
と
考
え
る
。

◦
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
と		

用
地
交
渉
を
急
ぐ
べ
き

◦
熊
本
県
で
初
め
て
の		

シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
補
助
事
業
!!

◦
農
業
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
は
？

◦
三
加
和
地
区
と
菊
水
地
区
を
結
ぶ
、

菊
水
西
校
区
の
県
道
改
良
の
状
況
は
？

問
４
月
３
日
か
ら
和
水
町
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
供
用
開
始
さ
れ
た
が
、
今
後

の
整
備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）
現
在
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
沿
い
の
街
灯
の
設
置
を
進
め

て
い
る
。
今
後
、
ト
イ
レ
や
水
飲
み
場
、

移
動
式
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、
老
朽
化
し
て
い

る
倉
庫
、
ナ
イ
タ
ー
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

問
第
二
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
民
地
の
交
渉

は
進
展
し
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）
地
権
者
の
方
は
土
地
に
対

す
る
愛
着
や
思
い
入
れ
が
あ
り
、
当
初

か
ら
売
却
の
意
思
は
持
っ
て
お
ら
れ
な

い
の
で
、
難
し
い
交
渉
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
粘
り
強
く
交
渉
に
当
た
る
。
私

も
お
会
い
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
探
っ

て
い
る
。

問
現
在
、
借
地
料
は
い
く
ら
払
っ
て

い
る
の
か
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）平
成
24
年
か
ら

令
和
２
年
ま
で
で
、
年
額
25
万
８
，
１

８
０
円
の
９
年
間
で
２
３
２
万
３
，
６
２

０
円
支
払
っ
て
い
る
。

問
も
し
町
で
購
入
す
る
場
合
、
費
用

は
い
く
ら
か
。

答
（
社
会
教
育
課
長
）
当
時
、
山
の
買

収
価
格
は
、
通
常
１
㎡
あ
た
り
６
０
０

円
の
と
こ
ろ
を
１
，
０
０
０
円
で
購
入

し
て
お
り
、
約
２
反
の
土
地
を
借
用
し

て
い
る
の
で
、
６
０
０
円
な
ら
ば
１
２
０

万
円
、
１
，
０
０
０
円
な
ら
ば
２
０
０

万
円
と
な
る
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
高
齢
者
福
祉
事
業
の
概
要
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
問
う
。

答
（
健
康
福
祉
課
長
）
保
険
の
加
入
や

安
全
講
習
会
の
受
講
な
ど
を
条
件
に
、

新
車
の
シ
ニ
ア
カ
ー
の
購
入
に
伴
う
費

用
を
、
補
助
率
２
分
の
１
以
内
で
15
万

円
を
上
限
に
補
助
す
る
。
で
き
る
だ
け

早
く
町
民
の
皆
さ
ん
へ
周
知
し
て
、
補

助
金
申
請
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め

て
い
く
。

問
年
度
の
始
ま
る
４
月
１
日
ま
で
遡

っ
て
補
助
で
き
な
い
か
。

答
（
健
康
福
祉
課
長
）ほ
か
の
事
業
も

あ
る
の
で
、
兼
ね
合
い
を
調
整
し
な
が

ら
、
令
和
３
年
４
月
１
日
に
基
準
日
を

設
け
た
い
。

問
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
逼

迫
し
て
い
る
の
で
対
策
を
問
う
。

答
（
町
長
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
事
業
と
し
て
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
に
つ
い
て
、
３
項
目
の
事
業
予

算
を
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

①
出
荷
延
期
を
強
い
ら
れ
た
畜
産
農
家

に
対
す
る
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
交

付
金
事
業

②
農
業
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に

農
業
経
営
継
続
計
画
策
定
推
進
交
付

金
事
業

③
農
畜
産
物
の
流
通
確
保
の
た
め
の
流

通
安
全
確
保
支
援
補
助
金
事
業

以
上
３
項
目
に
総
額
３
，
２
６
０
万
円

を
計
画
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収

束
ま
で
に
は
、
時
間
を
要
す
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
農
業
経
営
基
盤
の
改
善
に

向
け
た
各
種
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

問
県
道
玉
名
立
花
線
、
内
田
〜
久
井

原
区
間
と
県
道
竈
門
・
菰
田
・
山
鹿
線
、

江
栗
区
内
の
道
路
改
良
状
況
を
問
う
。

答
（
町
長
）県
道
玉
名
立
花
線
は
、
現

在
内
藤
橋
付
近
ま
で
改
良
が
進
ん
で
い

る
。
内
田
か
ら
久
井
原
の
区
間
は
、
現

在
の
道
路
を
拡
幅
す
る
か
、
別
ル
ー
ト

で
整
備
す
る
の
か
を
、
県
に
お
い
て
検

討
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

県
道
竈
門
・
菰
田
・
山
鹿
線
の
江
栗

区
間
の
道
路
改
良
は
冠
水
対
策
も
行
っ

た
う
え
で
の
改
良
を
要
望
し
て
い
る
。

　

４
月
に
は
、
県
庁
で
蒲
島
県
知
事
に

面
会
し
住
民
の
思
い
を
し
っ
か
り
と
伝

え
て
き
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
機
会
あ
る
毎
に

要
望
を
し
て
い
く
。

白木　淳議員

坂本　敏彦議員

秋丸　要一議員

江栗地区内

下久井原地区内
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ズバリ！聞きます 一般質問

◦
地
方
交
付
税
の		

交
付
の
見
通
し
は

◦
移
住
定
住
政
策
は
万
全
か

◦
令
和
２
年
７
月
の

災
害
復
旧
に
つ
い
て

問
国
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
莫
大
な
規
模
で
実
施
し
て

い
る
。
今
後
地
方
交
付
税
の
交
付
に
影

響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
本
町
の
財
政

状
況
を
見
て
、
長
期
的
展
望
と
町
長
の

所
見
を
伺
う
。

答
（
町
長
）
今
後
何
ら
か
の
負
担
を
求

め
ら
れ
る
と
懸
念
さ
れ
る
。
基
金
を
有

効
に
活
用
す
る
等
、
見
直
し
を
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
基
金

に
依
存
し
た
財
政
運
営
か
ら
脱
却
す
る

為
に
既
存
事
業
の
見
直
し
に
も
積
極
的

に
取
り
組
む
。

問
ど
の
部
門
、
ど
の
事
業
を
ど
の
様

に
見
直
す
の
か
。
町
長
と
し
て
ど
の
様

な
指
示
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
先
、
し
て
行
か
れ
る
の
か
伺
う
。

答
（
町
長
）
学
校
跡
地
の
有
効
活
用
、

企
業
誘
致
、
既
存
公
共
施
設
の
集
約
等

を
完
結
し
て
、
行
財
政
改
革
を
進
め
る
。　

問
藤
田
さ
く
ら
タ
ウ
ン
を
含
め
て
、

本
町
移
住
者
（
入
居
者
）の
年
齢
層
等
、

家
族
構
成
は
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
明
確
な

整
理
が
出
来
て
い
な
い
。　

提案
子
育
て
世
代
等
、
若
年
層
の
誘
致

も
考
慮
し
な
が
ら
努
力
し
て
頂
き

た
い
。

問
三
加
和
地
域
の
町
所
有
地
の
宅
地

分
譲
等
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）
次
に
春
富
地
区
に
進
め
た

い
思
い
は
有
る
が
、
藤
田
さ
く
ら
タ
ウ

ン
の
販
売
状
況
等
、
経
過
の
検
証
を
し

て
か
ら
進
め
た
い
。

提言
現
在
推
進
中
で
あ
る
企
業
誘
致
と

並
行
し
て
、
若
い
世
代
の
移
住
定

住
に
繋
が
る
宅
地
計
画
を
進
め
て
頂
き

た
い
。
我
々
に
と
っ
て
最
優
先
事
項
は
、

地
域
の
元
気
を
取
り
戻
す
事
で
あ
る
。

町
外
居
住
の
町
職
員
の
方
、
本
町
か
ら

巣
立
っ
て
行
っ
た
方
、
和
水
生
ま
れ
の

子
ど
も
た
ち
、
和
水
町
に
興
味
を
持
っ

て
頂
い
た
方
々
等
、
一
人
で
も
多
く
の

人
が
楽
し
く
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
町
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問

県
道
、
町
道
、
農
道
、
県
河
川
、

町
河
川
、
河
川
の
掘
削
事
業
、
農
業
災

害
、
治
山
事
業
、
小
災
害
の
進
捗
状
況

は
。
ま
た
、
災
害
復
旧
の
今
後
の
計
画

は
。
令
和
３
年
５
月
の
豪
雨
に
よ
っ
て

災
害
は
発
生
し
た
か
。

答
（
町
長
）
昨
年
12
月
を
も
っ
て
、
国

の
災
害
査
定
が
完
了
し
て
、
今
年
1
月

よ
り
発
注
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
梅
雨

入
り
が
早
か
っ
た
事
で
工
事
の
進
捗
管

理
に
苦
慮
し
て
い
る
。
復
旧
の
進
捗
状

況
は
下
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

災
害
復
旧
の
今
後
の
計
画
は
12
月
中

に
農
業
災
害
を
完
了
し
、
公
共
災
害
は

16
件
が
未
契
約
で
あ
る
た
め
、
順
次
発

注
し
、
今
年
度
中
に
完
了
す
る
様
進
め

て
い
き
た
い
。
５
月
の
豪
雨
で
の
災
害
は

２
件
あ
り
、
小
災
害
と
し
て
受
付
け
て

い
る
。
掘
削
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
１
，
１
２
５
万
円
の
予
算
で
12
月
か

ら
始
め
た
い
。

◦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
現
状
は
？

◦
国
立
博
物
館
へ
の		

修
学
旅
行
を
提
案

問

学
校
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
現
状

は
？

答
（
教
育
長
）
全
児
童
生
徒
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
配
備
し
て
、
主
要
教
科
で
の
画

像
資
料
や
個
人
専
用
の
学
習
ド
リ
ル
な

ど
に
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
校
内
で

の
オ
ン
ラ
イ
ン
（
非
対
面
方
式
）
授
業
の

体
験
学
習
を
検
討
し
て
い
る
。

問
こ
こ
ろ
の
相
談
員
に
直
接
ア
ク
セ

ス
す
る
「
い
じ
め
相
談
ソ
フ
ト
」
の
導

入
を
提
案
す
る
。

答
（
教
育
長
）専
用
ア
プ
リ
を
導
入
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
は
、
計
画

通
り
に
実
施
で
き
る
の
か
？

答
（
教
育
長
）菊
水
中
学
校
は
、
沖
縄

を
計
画
し
て
い
た
が
、
沖
縄
の
コ
ロ
ナ

感
染
状
況
を
勘
案
し
て
、
延
期
す
る
こ

と
と
し
た
。
ま
た
、
三
加
和
中
学
校
は
、

関
西
方
面
を
計
画
し
て
い
る
。

問
江
田
船
山
古

墳
の
出
土
品
が
展

示
さ
れ
て
い
る
東

京
上
野
の
国
立
博

物
館
へ
の
修
学
旅

行
を
提
案
す
る
。

答
（
町
長
）
町
に
対
す
る
誇
り
醸
成
の

観
点
か
ら
、
是
非
、
国
立
博
物
館
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
修
学
旅
行

を
教
育
委
員
会
で
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
（
教
育
長
）
学
校
と
協
議
し
て
進
め

た
い
。

問
避
難
所
の
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

は
？

答
（
町
長
）
避
難
者
の
検
温
、
手
指
消

毒
の
徹
底
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
基
本
的

対
策
と
三
密
を
避
け
る
た
め
の
パ
ー
テ

ィ
シ
ョ
ン
（
間
仕
切
り
）
と
テ
ン
ト
を
準

備
し
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
イ
ル
ス
抗
原

検
査
も
併
せ
て
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

◦
旧
南
小
体
育
館
に
代
わ
る	

	

避
難
場
所「
新
設
」の
声
が
あ
る

◦
ふ
る
さ
と
納
税
で
大
胆
な
投
資
を

問
旧
南
小
が
建
つ
蜻
浦
区
の
公
民
館

は
土
石
流
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
。
日
平
・

用
木
・
萩
原
区
の
公
民
館
は
築
年
数
が

古
く
二
次
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
。
高
齢

者
や
住
民
、
区
長
さ
ん
は
南
校
区
内
に

避
難
場
所
の
新
設
を
求
め
て
い
る
。

答
（
町
長
）ま
だ
聞
い
て
い
な
い
。

要望
南
校
区
内
に
避
難
場
所
の
新
設
を

求
め
る
声
は
多
い
。
町
長
に
届
い

た
と
き
は
ぜ
ひ
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

問
旧
南
小
の
農
村
広
場
は
住
民
の
努

力
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
維
持
管
理
も
さ

れ
て
き
た
。
運
動
会
等
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
場
だ
。
高
齢
者
の
方
は
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
て
い
る
。
売

却
後
は
総
合（
番
城
）グ
ラ
ウ
ン
ド
や
白

石
堰
ま
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ

る
が
、
南
小
ま
で
な
ら
や
っ
と
行
け
る

が
、
江
田
ま
で
は
交
通
事
故
の
心
配
も

あ
る
し
、
な
か
な
か
行
け
な
い
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
さ
れ
て
い
る
方
と
一

度
お
話
を
さ
れ
て
み
て
は
ど
う
か
。
良

い
ア
イ
デ
ィ
ア
も
浮
か
ぶ
と
思
う
。

答
（
町
長
）
町
の
方
針
は
あ
る
が
、
会

う
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
な
い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
は
昨
年
約
５
億
５

千
万
円
。
今
年
度
の
目
標
額
は
６
億
円
。

10
年
続
け
ば
60
億
円
。
も
の
凄
い
額
だ
。

町
長
は
思
う
存
分
活
用
し
て
良
い
と
思

う
。
幼
児
英
語
教
育
を
日
本
一
に
す
る
。

子
育
て
広
場
の
充
実
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

廣
田
彩
花
選
手
の
応
援
。
屋
根
付
き
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、「
と
が

っ
た
使
い
方
」
町
民
の
将
来
を
見
据
え

た
大
胆
な
投
資
に
使
う
べ
き
。

答
（
町
長
）子
育
て
広
場
や
英
語
教
育

に
使
う
こ
と
は
同
感
。
特
老
き
く
す
い

荘
の
建
て
替
え
に
も
使
い
た
い
。

竹下　周三議員

髙木洋一郎議員

齊木　幸男議員

庄山　忠文議員

件数 契約件数
（件）

契約額
（万円）

未契約
（件）

完了件数
（件）

復旧率
（％）

県 　 道 5 990 4 0 0
町 　 道 38 1億3,722 8 0 0
農 　 道 31 9,265 0 12 39
県 河 川 23 3億2,297 4 6 22
町 河 川 34 2億7,048 8 9 21
掘削事業 県8・町6 0 0 0 0
農業災害 113 3億511 0 55 49
治山事業 2 989 0 0 45
小 災 害 249 6,507 0 226 93

学校名 事業者 人員
配置

雇用
方針

東小 ㈱山鹿釣具 16名
程度

新規採用
は地元採
用を最優
先

西小 ㈲ミドリ・	
ワンズホビー

14名
程度

神尾小 ㈱Ring 60名
程度

南小 ㈱丸美屋
（候補者）

35名
程度

事業名

■学校跡地活用事業の説明会で
　公表された人員配置

金銅製冠帽
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一般質問ズバリ！聞きます

◦
災
害
時
の
避
難
所
の
設
置
は

問
各
小
学
校
の
閉
校
及
び
コ
ロ
ナ
禍

で
の
災
害
時
の
避
難
所
の
設
置
は
。

答
（
町
長
）
各
小
学
校
の
体
育
館
は
避

難
所
と
し
て
、
指
定
し
て
い
た
が
、
避

難
所
の
見
直
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
代
替
施
設
に
つ
い
て
は
、
６
月
16

日
和
水
町
防
災
会
議
で
審
議
し
て
決
定

し
た
い
。

問
各
行
政
区
の
公
民
館
を
利
用
し
た

避
難
所
に
対
す
る
町
の
対
応
は
。

答
（
総
務
課
長
）
区
長
さ
ん
か
ら
町
へ

連
絡
を
し
て
頂
き
、
区
で
組
織
し
て
い

る
自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
運
営
し
て

頂
き
た
い
。
町
か
ら
も
随
時
、
区
長
さ

ん
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
町
か
ら

も
支
援
す
る
。

問
昨
年
の
指
定
避
難
所
の
利
用
状
況

は
。

答
（
総
務
課
長
）和
水
町
で
8
カ
所
開

設
し
た
。
菊
水
地
区
4
カ
所
で
最
大
1

日
60
名
の
方
。
三
加
和
地
区
4
カ
所
で

最
大
1
日
1
3
1
名
の
方
が
避
難
さ
れ

た
。

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
対
策
は
ど

の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
か
。

答
（
健
康
福
祉
課
長
）コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
飛
沫
防
止
策
と
し
て
4
人
入
れ
る
テ

ン
ト
、
段
ボ
ー
ル
の
間
仕
切
り
セ
ッ
ト

等
で
３
０
０
名
対
応
で
き
る
準
備
を
し

て
い
る
。

問
自
主
防
災
組
織
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
。

答
（
総
務
課
長
）
本
町
の
自
主
防
災
組

織
は
、
66
行
政
区
全
て
に
あ
り
組
織
率

は
１
０
０
％
で
梅
雨
時
期
に
は
役
員
間

の
連
絡
網
の
作
成
、
情
報
伝
達
訓
練
を

お
願
い
し
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成
強

化
を
図
り
地
区
ぐ
る
み
で
防
災
力
の
向

上
を
図
っ
て
い
る
。

問
64
歳
以
下
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
。

答
（
健
康
福
祉
課
長
）８
月
上
旬
か
ら

接
種
開
始
で
き
る
よ
う
に
調
整
し
て
い

る
。
65
歳
以
上
の
接
種
体
制
の
よ
う
な

集
団
接
種
方
式
と
は
せ
ず
、
町
内
の
３

つ
の
医
療
機
関
の
施
設
で
実
施
す
る
個

別
方
式
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
町
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ

う
に
体
制
を
整
備
し
た
い
。

松村　慶次議員

移住定住受け入れ対策を充実

　定例議会においても、移住定住に関
する一般質問が多くなされました。今
回は、まちづくり推進課にお尋ねしま
した。

取材：竹下　周三

お試し暮らし住宅
　なごみ暮らしを体験して頂き、移

住定住の促進に努める為、平成29

年度から当事業を高野地区でスター

トしています。令和３年９月に中林

の金栗生家近くに新たに開設の予定

です。

移住定住支援センター
　キャンピングトレーラーを２台活用

して、施設として利用します。新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受け、都

市部から地方への移住が予想されることから、移住希望者の

相談窓口とテレワーク等に対応するサテライトオフィスを令

和３年９月をめどに、ロマン館駐車場に開設します。移住定

住の相談をはじめ、住まい、しごと、学び等の移住に関連す

る事項にも対応、定住支援員を配置し運営します。

【概要（案）】
利用日数：３日以上14日以内
利 用 料：１日500円／１棟
所 在 地：和水町中林545番地

【主な機能（案）】
①移住・定住相談窓口及び移住者相談機能
②空き家バンクの登録手続、内覧対応、物件の交渉に係
る業務
③お試し暮らし住宅に関する業務
④結婚活動支援センター業務
⑤その他移住定住業務に係る業務
⑥まちのＰＲ、観光・イベント等情報発信
⑦お客様の休憩スペースとして、一部開放の予定
⑧地域おこし協力隊の活動拠点とします

シニアカー購入補助
　外出機会が減少した運転免許のない

高齢者の移動支援を行い、外出を促し

て自立した生活の維持につなげます。

ウイルス抗原検査キット購入
　新型コロナ罹患ウイルス感染の有無

を短時間で確認して、避難所やイベン

ト参加者の感染の有無確認などに活用

します。

その他
　農業経営の安定強化対策、町立病院・きくすい荘の感染防止対策、移住定住促進

対策など16事業

ひとり暮らし学生応援支援
　アルバイト等が出来ずに生活に困窮

している町外に居住する学生の生活を

応援します。

和水町生活応援商品券
　町民に商品券を配布して消費活動を

促し、コロナ禍で停滞している町経済

の回復と地域振興を図ります。

新型コロナ対策事業に 約２億円
　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（第３次分）1億4,356万4千円が交付され、町の一

般財源を加えた1億9,914万9千円の新型コロナ感染症対策事業を実施します。

　主な使途は、地域経済の回復と活性に向けた事業、高齢者や生活困窮者への支援、新型コロナ感染防止

対策、移住定住対策など20事業が計画されています。

＊詳しくは、町ホームページなどでご確認ください。

和水町生活応援商品券
和水町生活応援商品券


